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「いのちの大切さ」を実感させる教育についての研究
A case study to have students realize ʻthe sanctity of lifeʼ
五 百 住 満 ＊
Abstract
Every timewhen a crime occurs relating to a childʼs life, Children learn to understand ʻthe sanctity
of lifeʼ academically in school ethic classeswhile teachers reinforce the importance of life. However I do
not think we are able to teach children to realize the nature of ʻlifeʼ and ʻthe sanctity of lifeʼ given that
ʻdeathʼ comes to ʻall the living things.ʼ
Therefore, in this study I will discuss the specific measures needed to have children deeply
understand and realize ʻthe sanctity of lifeʼ and not to just know it conceptually.
キーワード：自尊感情 いのちの「関連性・連続性」 いのちの「有限性」「不可逆性」
はじめに
今日、少年犯罪の凶悪化や子どものいじめ自殺、
家庭での虐待の増加等子どものいのちに関わる事案
が増加している。そのため、学校をはじめ地域にお
いて「生命の尊厳や重み」をどう教えていくのかが
重要な課題となっている。
子どものいのちにかかる事案が起こる度に、教育
委員会から学校に通達等が出され様々な指導や取組
がなされているが、それが実効性あるものとなって
いるかはなはだ疑わしいところがある。確かに、子
どもたちに「いのちは大切だ」という認識はあった
としても、それは知的認識だけに留まり真に実感と
して、子どもの心に響くものとはなり得ていない状
況があるように思われる。また、「他者のいのちも
自分のいのちと同様に大切だ」と心の奥底から十分
認識できていないのではないかと思われる。
学校教育では、いのちに関わる学習については、
小学校及び中学校学習指導要領解説道徳第
章1)
「道徳の内容」重点目標で「主として自然や崇高
なものとのかかわりに関すること」と定めており、
小学校低学年で「生きることを喜び、生命を大切に
する心をもつ」こと、小学校中学年で「生命の尊さ
を感じ取り、生命あるものを大切にする」こと、小
学校高学年で「生命がかけがえのないものであるこ
とを知り、自他の生命を尊重する」こと、中学校で
「生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命
を尊重する」ことを指導するよう提起している。
従って、学校において生命について知的理解を求め
る学習や生命の重要性を強調する指導は行われてい
るものと思われる。
しかし、子どもに「いのち」を概念的に捉えさせ
るだけでは、真に「いのちは大切」であると実感と
して捉えさせることはできない。具体的な指導場面
において、いのちあるものの死まで見据えて「いの
ちはなぜ大切なのか」「どうして大切にしなければ
ならないのか」を発見させ、「いのち」の実感を伴っ
て深く捉えさせ、その尊さに気づかせていく取組が
必要であると考える。
2014年に環太平洋大学次世代教育学部 住本克彦
教授と共に、子どもの「いのち」に関わる意識調
査2)を実施したうえで、子どもの成長に応じた「い
のちの大切さ」を実感させる教育カリキュラムの視
点を作成し、その視点がどのような授業等教育実践
で確かめられるのかを検証しようと試みた。
これは、まだまだ十分な成果には至っていない
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1）文部科学省「小学校学習指導要領解説道徳編」東洋館出版（2008年月）
文部科学省「中学校学習指導要領解説道徳編」日本文教出版（2008年月）
2）いのちの教育研究会（代表 梶田叡一）「いのち」に関わる意識調査（2014年月22日）
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が、この研究の取組の一端を示しつつ、子どもに
「いのちの大切さ」を概念としてではなく実感とし
て深く刻みこませるには、どのような実践を行う必
要があるのかについて論述していきたい。
 「いのちの大切さ」を実感させる教育
カリキュラムの視点について
2014年に子どもの「いのち」に関わる意識を調べ
るために、意識調査を実施した。その結果は以下の
通りである。
※｢いのち」に関わる意識調査結果（2014.2.22）
の「とても実感できる」部分の割合を取り上げた。
①自分自身に良いところがあると実感できる子は、
いのちの大切さを実感できる。（小年〜年
92.9％ 小	年〜中
年87.1％ 高年〜
年
76.2％）
②周りの人に支えられていると実感できる子は、い
のちの大切さを実感できる。（小年〜年
86.5％ 小	年〜中
年82.0％ 高年〜
年
78.1％）
③得意なことがあると思える子は、いのちの大切さ
を実感できる。（小年〜年89.1％ 小	年〜
中
年80.2％ 高年〜
年75.7％）
④努力すれば報われると認識している子は、いのち
の大切さを実感できる。（小年〜年88.9％
小	年〜中
年83.5％ 高年〜
年82.2％）
⑤新しいことに挑戦し、自分の可能性を広げたいと
考えられる子はいのちの大切さを実感できる。
（小年〜年90.0％ 小	年〜中
年79.0％
高年〜
年79.8％）
この結果をもとにして、小・中・高等学校におけ
る、いのちの教育カリキュラムの視点を以下の通り
設定した。
小学校低学年・・「身近な生き物の誕生・成長に
ふれ、命あるものを大切にした
いという気持ちを持たせる。」
小学校中学年・・「自分自身の成長を支えてくれ
た周囲の人たちへの感謝の気持
ちを持たせ、高齢者とのふれあ
いをとおして命のつながりを実
感させる。」
小学校高学年・・「かけがえのない命を感じさせ
るとともに、自他の生き方や命
を尊重しようとする心を持たせ
る。」
中 学 校・・・「自分の成長を振り返り、自分
自身の存在に感謝し、喜びを感
じさせる。また、かけがえのな
い命を未来につないでいこうと
する思いをもたせる。」
高等学校・・・・「地域社会の貢献を通して、社
会の一員としての自分を感じ取
らせ、人に支えられて成長した
ことへの感謝と自覚、人を支え
ることの喜びを実感させる。」
 「いのちの大切さ」を実感させる効果
の検証3)
このカリキュラムの視点を踏まえ、明石市立鳥羽
小学校に研究実践を行っていただいた。
研究実践では、「いのち」に関わる授業とそれに
附加した「いのち」に関わる教育活動の前後に「心
のアンケート」（「いのち」に関わる意識調査）を実
施し比較検討することにより、その授業及び教育活
動が「いのちの大切さ」を実感させるのに効果のあ
る内容となっているのかを検証することとした。
（）いのちの教育カリキュラムの視点に基づいた
研究実践事例から
明石市立鳥羽小学校（協力研究者 八木眞由美校
長 授業実践者白井智美教諭）に研究実践を行って
いただいた。以下は、その事例の一部を紹介し分析
することとする。
今回の事例は、年生を対象とした事例である。
まず、作成した「いのち」に関わる意識調査をいの
ちの授業及びいのちにかかる教育活動の前後に実施
し、その変容を見ようとしたものである。
基本的には、「生きる喜び」と「命の大切さ」実
感させることをねらいとした。
子どもたちの生き方に影響を与える実感的基盤
は、感動をはじめとした様々な体験から得られるも
のである。そこで、子どもたちに、いのちにかかる
授業や体験活動等を通して命のかけがえのなさ、命
のつながり、生きる喜び等に気づかせたい。
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究＜いのちの教育部会・研究報告＞」2015年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・お母さんとの約束が気になり
ながら、遊びたい気持ちが優
先している主人公の気持ちを
感じさせる。
・さくら山の下が、近道だけど、
人気がなく、寂しい通りで、
学校でも通らないように言わ
れているところであることを
確認する。
・葛藤する主人公の気持ちに寄
り添わせ、自分ならどうする
かを考えさせたい。
・お母さんが大事に思ってくれ
ていることを再確認し、自分
で自分の身を守ることの大切
さに気づかせたい。
・全体→ P.の終わりまで
公園で遊んでいる時のひろしは、どんな気持
ちだったのでしょう
・せっかく作ったお城で遊びたい。
・お母さんとの約束が気になるけど、遊びたい。
・遊びたいけど、お母さんとの約束が気になる。
お母さんとした約束は、何でしたか。
・①家に帰る時間を守ること。
②交通事故に気をつけること。
③近道でも、さくら山の下は、絶対に通らな
いこと。
・P.の終わりまで
さくら山の下にさしかかったひろしは、迷った
のですよね。さて、あなたならどうしますか。
・約束したけど、遅くなってしまったから、さ
くら山の下を通る。
・遅くなったけど、約束したから通らない。
・最後まで
約束を破ったひろしを、お母さんはなぜほめ
てくれたのでしょう。
・ひろしが自分の身を守ることに気づいたから。
・資料の範読を聞く。
・遊んでいる時の主人公の気持
ちについて考える。
・お母さんとの約束について考
える。
・資料の範読を聞く。
・さくら山の下に通りかかった
時の主人公の気持ちを確認
し、自分だったらどうするか
について考える。
・資料の範読を聞く。
・約束を破ったひろしをほめて
くれたお母さんの気持ちにつ
いて考える。
展
開
今まで、どんな約束をしたことがありますか。
・友だちと遊ぶ約束をした。
・お母さんと手伝いをする約束をした。
・約束は、何のためにするのか
を考えさせ、本時の資料への
興味付けを図る。
終
末
主な発問と予想される児童の反応 指導上の留意点
・今までどんな約束をしたこと
があるか考える。
学習活動
導
入
①実践の経過
）第回「いのち」に関わる意識調査実施
）道徳 兵庫県版新道徳副読本 年「ちかみち｣4)の授業実践

）こころの教育にかかる教育活動実践
）第回「いのち」に関わる意識調査実施
	）回の「いのち」に関わる意識調査の集約、その比較分析を行う。
②授業実践
）教材名 ちかみち
）主題名 約束は何のため？（年生）

）内容項目 
−（）生命尊重
）ねらい お母さんとの約束の意味（お母さんが大事に思ってくれていることを再確認する）を考える
ひろしを通して、自分の身を守ることの大切さについて考える態度を育てる。
	）展 開
4）平成27年度兵庫県版年生道徳資料「ちかみち」（どうとく みんな たのしく＜資料の作者 新井浩一（姫路市
立城西小学校長）＞（2015東京書籍）
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③授業後の教育実践（年組 学級経営にかかわ
る実践）
明石市立鳥羽小学校 白井知美教諭
○つの大事
人間なので、失敗することも間違うこともある。
でも、次の
つのことを大事にしていこうと話して
いる。
つ目は、こころ
つ目は、体

つ目は、食べ物
○命をいただいている

つの大事にもつながることだが、人間は、生き
物の命をいただいて生きている。家の人が働いてく
れているおかげで食べることができている。「いた
だいている」ことを意識し、感謝しながらいただく
ことが大切と話している。
○言葉の遣い方

つの大事につながることだが、「言い方」に注
意する。同じことを言っても、表現の仕方で、相手
を傷つけてしまうことがある。相手のことを思っ
て、せっかく気づいたことも、相手を傷つけてしま
うこともある。
○人間だから
人間だから忘れ物もすることもあるし、間違うこ
ともある。失敗することもある。だが、一生懸命に
がんばることが大事であると話している。
○体が一番大事
元気であれば、一生懸命がんばれる。心も体も元
気でいることが大切であると話している。
○一言日記
毎日、
行ほどの日記を書いている。一人一人の
子どもとのコミュニケーションをはかるため。
○家族に大事に育ててもらっている
人間は、一人では生きていけない。家族に大事に
してもらっている。
○「いいところ見つけ」
終わりの会で、「ほめほめコーナー」を設けてい
る。友だちのいいところをみつけ、みんなで共有し
ている。
友だちのいいところを手紙で書き、手渡しをして
いる。
○自分のことは自分で表現できる子に
「自分のことは、自分で表現できる子に」なって
ほしい。子どもたちは、これから、どんどん世界が
広がっていくことと思う。顔色が悪かったり、しん
どそうだったりすると、私も、まわりも、分かるだ
ろうけれども、それ以外のことは、自分で、言葉で
表さないと分からない。もちろん、言葉以外の表現
でもかまわない。自分の思いが何らかの形で、自分
で表現できるようになってほしいと考えている。
○全員で年組に
偶然同じクラスになったけど、その偶然に感謝
し、友だちを大事にする。32人が全員そろってこ
そ、年
組が成立する。誰かが、嫌な気持ち悲し
い気持ちでいることを、ほっておかないで、みんな
で年
組を作っていく。
○教室が居心地のよい場所に
32人の子どもたちにとって、年
組という教室
が、居心地の良いもので、自分の居場所だと思える
ところにしていきたい。それには、自分の思ってい
ることが言える空間、雰囲気が大事だと考える。そ
んな場所に年
組をしていけるよう努力していき
たい。また、日につ、「今日、学校に来て良かっ
たな。楽しかったな。」と言える教室にと考えてい
る。
○保護者への啓発
学級通信等で、日ごろの子どもたちの様子を伝え
るようにしている。
年生になり、年生のときよりずいぶん頼もし
くなってきたと感じられていることと思う。しかし
ながら、まだ、歳歳の子ども。「手は出さず、
目は離さない。」でいていただきたい。しっかりし
ている子どもでもまだ、人として生まれて、数年。
やはり、大人の目が必要だと思っている。見ても
らっているという安心感から、子どもたちもがんば
れることも多いと思いますのでよろしくと話してい
る。
○得意なこと 苦手なこと
それぞれ得意なことや苦手なことはある。あって
当たり前。得意なことはさらに得意に、そして友だ
ちにつたえる。苦手なことは教えてもらって、お互
い伸ばし合おうと話している。
④調査・分析―「いのち」に関わる意識調査から
＜2014.10―2014.12＞
（明石市立鳥羽小学校年
組アンケートから）
―自尊感情に関して―
図① じぶんがほごしゃ（おや）にあいされている
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とおもっていますか。
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図② じぶんのことがすきだ。
 
0
5
10
15
20
ᤵᴗ๓
ᤵᴗᚋ
図③ わたしには、みんなにじまんできることがあ
ります。
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図④ わたしには、よいところがあります。
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―死生観について―
図⑤ あなたは、じぶんがいつかしぬとおもいます
か。
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図⑥ しということばをきいたりみたりしたら、ど
のようなきもちになりますか。
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図⑦ 今までにじぶんがいきていることについて、
「ありがたいなあ」というきもちをもったこ
とがありますか。
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（）「いのちの大切さ」を実感させる実践を終えて
の考察
明石市立鳥羽小学校 白井知美教諭
子どもたちに「いのちの大切さ」を実感させるに
は、まず、大人たちが豊かな感性をもち、実生活に
おいてさまざまな他者との関わりを深め、その中で
自他の命と向き合っていくということが必要であ
る。このような大人たちの生きることへの真摯なま
なざしが、子どもたちに命の大切さと向き合う力を
与える。
特に、子どもたちは、さまざまな体験を通して、
自己を肯定し、自分自身をかけがえのない存在とし
てとらえていくことで、生きている喜びを感じるこ
とができるようになる。また、愛する人から愛され
ていると感じることで生きている喜びを実感してい
くのである。また、「いのちの大切さ」を実感させ
るには、死の普遍性（自分も含めすべての生命にや
がては死が訪れる）と死の絶対性（死んだら生き返
ることはない）を理解させていくことが重要ではあ
るが、実はそのかけがえのない命も、祖先から受け
継がれてきており、命はいろんな命と繋がって互い
に支えあっているのだと感じとらせたときにはじめ
て、子どもたちは、生きていることのすばらしさや
感謝の気持ちを持つことができる。
今回の実践はそのことを証明していると考える。
「いのちの大切さ」を実感させる教育カリキュラム
の視点と年
組の教育実践との関係性との中で分
析していくこととする。
○自尊感情を育む
自尊感情を育むために、終わりの会で、「ほめほ
めコーナー」を設け、友だちのいいところをみつけ、
みんなで共有したり、自分のことは自分で表現でき
る取組を継続して行い、教室が居心地のよい場所と
なる努力をしていくことが必要であるのがわかる。
「いのちの大切さ」を実感させる教育についての研究
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図①から図④のデータが良くなっていることからそ
の教育効果が読み取れる。
様々な活動で褒められたり認められたりする体
験、自分のよさを見つけたり自分の存在を認め直す
体験等、他者と共に支え合って生きていることへの
感謝の気持ちが生きる喜びを深める。
○命のつながりを学ぶ
「教材名―ちかみち（約束は何のため）」の授業を通
して、さらには、「
つの大事」と「命をいただい
ている」「家族に大事に育てられている」など、話
し続けることで命の有限性と死の不可逆性、かけが
えのない命があることを、命のつながりがあること
を学んでいる。図⑤と図⑥、図⑦のデータからも子
どもたちの学びの成長を見ることができる。
自分はたった一人で生きていくのではなく、他者
と共に生きている存在であるという思いを持てるこ
と。遠い先祖から祖父母、父母、自分へと脈々と受
け継がれてきた存在であり、自然や動植物との関わ
りの中で生きていることに気づかせていくことは大
事である。
 「いのちの大切さ」を実感させる効果
の検証から「いのちの大切さ」を実
感させる教育の方向性を考える
子どもたちに「いのちの大切さ」を実感させるに
は、まず、大人たちが豊かな感性をもち、実生活に
おいてさまざまな他者との関わりを深め、その中で
自他の命と向き合っていくということが必要であ
る。このような大人たちの生きることへの真摯なま
なざしが、子どもたちにいのちの大切さと向き合う
力を与えることができると考える。
また、「いのちの大切さ」を実感させるには、死
の普遍性（自分も含めすべての生命にやがては死が
訪れる）と死の絶対性（死んだら生き返ることはな
い）を理解させていくことが重要ではあるが、実は
そのかけがえのない命も、祖先から受け継がれてき
ており、命はいろんな命と繋がって互いに支えあっ
ているのだと感じとらせたときにはじめて、子ども
たちは、生きていることのすばらしさや感謝の気持
ちを持つことができると思う。今回の実践はそのこ
とを証明しているのではないかと推測できる。
（）「いのちの大切さ」を実感させる要素とは
今回の研究実践の結果から、「いのちの大切さ」
を実感させるのには次のような要素が必要ではない
かと考えられる。
〇生きる喜びを実感させる
様々な活動な場でほめられたり認められたりする
体験、自分のよさを見つけたり自分の存在を認め直
す体験等、様々な喜びの体験や他者と共に支え合っ
て生きていることへの感謝の気持ち等が生きる喜び
をより深める。また、ひととしての生き方や社会の
在り方等について、多様な価値観の存在を認識しつ
つ、自ら感じ、考え、他者と対話しながらより良い
方向を目指す資質・能力を培うことが重要である。
〇いのちの「関連性・連続性」を学ぶ
授業や教育活動を通して、「いのちはいただいて
いる」「家族に大事に育てられている」など、「いの
ち」にはつながりがあることを学ばせる必要があ
る。
自分はたった一人で生きていくのではなく、他者
と共に生きている存在であるという思いを持てるこ
と。遠い先祖から祖父母、父母、自分へと脈々と受
け継がれてきた存在であり、自然や動植物との関わ
りの中で生きていることに気づかせていくことは大
事である。支え、支えられて生き、生かされている
「生命」を感じとらせることは大事である。
〇いのちの「有限性」「不可逆性」を学ぶ
あらゆる生命には限りがあり、生あるものは必ず
死を迎える。そして命は一度失うと取り返すことが
できない。だからこそ「いのち」はかけがえのない
ものである。身近な人やものの死を経験すること
で、「いのち」の有限性と死の不可逆性に向き合わ
ざるを得なくなる。大切な人やものを失うことに
よって、かけがえのない「いのち」があることを実
感する。そして、他者の「いのち」、他者の存在を
尊重するようになる。
〇｢いのちの大切さ」の実感的基盤は、感動を核に
様々な体験活動を通して
「いのちは大切である」といくら言葉で説明して
も実感はわかない。「いのちは大切である」という
実感は、感性や想像力に働きかける体験、感動の体
験等を通して心に刻まれていく。ただ、体験は必ず
しも現実的な体験だけを意味するものではない。明
確な目的意識の下に考察された学習活動を展開する
ことによって充実していく。このように、体験の中
でどのような気づきが得られたか、どのような感じ
方をしたのか、どのようなものの見方、考え方を身
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につけたのか、それらをもとにどのような行動をと
れるかが極めて重要と言える。
（）「いのちの大切さ」を実感させる教育とは
「いのちの大切さ」を実感させるには、「いのち」
にかかる道徳的価値についての理解を基に、自己を
見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自他の生き
方についての考えを深める学習を展開する必要があ
る。そして、学習活動としては、反省的・批判的・
創造的思考を重視し、その中で自らの成長を実感さ
せ、身近な「いのち」にかかる課題の解決に寄与し
ようとする意欲を喚起していくことが大事である。
具体的には以下の視点を大切にしていく必要があ
る。
①協働的・探究的な学びのデザインを
子どもは、生活の中で「いのち」に関わる様々な
問題状況を体験している。
しかし、学習教材としては、子どもの「いのち」
に関わる生の体験を、そのまま使用するのでなく再
構成して（Reframing）展開していくことが大事で
ある。また、結論のみを重視するのではなく、問題
解決を求めて共に考え、議論・探求するプロセスの
「いのちの大切さ」を実感させる教育についての研究
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 8号／
五百住満  校
7
①ゴール（出口の子どもの姿）が明確にイメージできていて、それは教科の本質に迫るものになっているか（目標の明
確化と評価の一体化・課題の発見と理解）
➡・子どもの言葉で授業の「まとめ」を予想する。
・「どういう子どもの発言や記述や行動が生まれたら、この授業はねらい通りと言えるのか」と事前に評価者の視
点で考える。（目標と評価の一体化を）
※ただし、計画は計画すること自体に意味があるのであり、教師の想定する「まとめ」を超える学習が生まれること
をめざす。
②思考しコミュニケーションする活動を通して得られた知識やスキルが個々の学習者自身のもの（自分ごとに）になる
機会が保障されているか（自力解決・検討・学び合い・体験化を）
―課題・問題に対しての一定のプロセスを―
➡＜課題提示 ⇒ 一人学び ⇒ ペア学び・グループ学び（出し合う・聴きあう）⇒ 一人学び（より多様な思考・リ
ライト[練り直し]の機会 ）⇒ みんな学び（対話的な学び）［比べ合う・まとめる］⇒ 振り返り（作品等）＞と
いった具合に、個の学びと他者との学びとを往復し、練り合い・深め合い・感じ合う。
・自らの考えを広げる対話的な深い学びの過程を（習得・活用・探究という学習プロセスの中で問題発見・解決を）
・リライトの対象となりうる、意味あるまとまった作品（思考の表現）を生み出す機会を学習活動の中に埋め込む。
（パフォーマンス評価を）
・プロセスの可視化を（板書等で）そして、子どもに時間の区切りを考えさせる
※静かにつまずいている子どもを見逃さず、支援する。
③学習活動のプロセスが本物の活動に迫るものになっているか（学習のまとめ）
➡・思考する必然性のある学習課題を設定し、「使える」レベルの思考を子どもたち自身に体験させ、獲得された知
識・技能や育成された資質能力を自覚させ、共有化させる。
・次につなげる主体的な学びの過程を
④教科の本質に向けて深く思考する文化が教室に成立しているか（適用・一般化）
➡・学習者が自身の学習のかじ取りができるように、自己評価のものさしを豊かにする機会を持つ。（ポートフォリ
オ評価を通して）
アクティブラーニングを通してのいのちの授業づくりの問いと手立て
石井英真著「今求められる学力と学びとは」日本標準ブックレットNo. 14（2006年月）を参考に五百住が修正
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体験を重視することが必要である。
このように、異なる見方や対立する意見などにも
出会いながら、共に問題を探求し答えを見出そうと
する活動（体験活動や話し合い等）の中で、いのち
の価値への気づき・理解・思考・実践意欲を深め高
めていくことが大事である。
②｢いのち」に関わる課題を焦点化し、「いのちの教
育」の視点でテーマ学習を設計する。
「いのち教育」で「育てたい資質・能力」をどの
ように育むかは極めて大事なことである。（アク
ティブラーニングを通してで）そのためには、教科
等間相互の連携・社会との連携をどう図るかを考え
（カリキュラム・マネジメントを通して）、その学習
の中で「いのち」の有限性や死の不可逆性に向き合
いその存在やかけがえのなさを実感する。そして、
「傷つきやすさ」（vulnerability）に共感し、相互に
承認しあい、ケアしあうという連帯と共生を学んで
いくことが大事である。以下は、アクティブラーニ
ングを通してのいのちの授業づくりの問いと手立て
である。
おわりに
2012年文部科学省は「いじめ、学校安全等に関す
る総合的な取組方針―子どもの「命」を守るために
―」において、子どもが命としっかりと向き合い、
いじめなどの問題に対して、いつまでにどのような
ことに取り組むのかを示す総合的な取組方針を取り
まとめている。しかしながら陰湿な「いじめ」が子
どもの自殺という悲劇的状況を招くなど命が軽んじ
られる状況がある。
このような状況を改善していくためには、子ども
たち一人ひとりが「いのちの大切さ」を実感として
捉えていくことが大切さであり、その実感の積み重
ねが大事であると認識する必要がある。
子どもの発達段階に応じて、「いのちの大切さ」
を実感させる要素としては、①自尊感情を育み、生
きる喜びを実感させる ②いのちの「関連性・連続
性」を学ぶ ③いのちの「有限性」「不可逆性」を
学ぶ ④体験活動を充実するなどが考えられるが、
そのためには、今後、「いのちの大切さ」を実感さ
せる学習を深め、子どもたちに「逞しく生きる力」
を培っていく。そして、各教育現場において家庭・
地域などと連携しながら、組織的・計画的に「いの
ちの教育」を実施していくことが大切である。本研
究がその一助となればと考える。
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